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2) インド洋西部ラ ･レ･ユニオン島における炭酸系の観測概要

平成 15年度 ラ ･レ･ユニオン島サンゴ礁調査 (11月 29日-12月 9日)

大森 保､藤村弘行

平成 16年度 ラ･レ･ユニオン島サンゴ礁調査 (11月 20日-11月 29日)

藤村弘行

サンゴ礁における炭酸系変動をグローバルな視点から理解するために､イン

ド洋西部のラ ･レ･ユニオン島のサンゴ礁調査に参加 した｡瀬底島のサンゴ礁

観測によって開発 した炭酸系観測方式をもちいて､短期間ではあるが時系列観

測をおこなった｡調査期間は､平成 15年度 11月 29日～9日､および､平成 16

年 12月におこなった｡
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-報告書抜粋-

レユニオン島調査結果報告

2∝I4.3/19

(1)流向流速

12/2-12/3までが平均流速 0.068mJs 平均流向 180.5度､12/4-12/5までが平均流速 0.182m/S､

平均流向も同じ180.5度であった｡R-2の流れは主に北から南に流れていた｡

(2)平均滞留時間

海水が外洋からサンゴ礁内に入り､水質計に達するまでの平均時間(平均滞留時間)を求めた｡

計算には溶存酸素と光量の最大値ピークのずれを用いた｡12/3のピークのずれは 2時間､12J4

のピークのずれは 75分であった｡海水が外洋からサンゴ礁内に流入し､水質計までの経路の中

間に達したときに､ちょうど光量が最大となるような水塊が最もサンゴ礁内の底棲生物の影響

を最も受けていると考えられるので､これらの時間のずれを 2倍したものを平均滞留時間とし

た｡したがって､平均滞留時間は12/3は4時間､12/4は 1時間半となった｡

(3)水塊の平均移動距離

平均滞留時間に平均流速を乗じて水塊の平均移動距離を求めた｡12/3は980m､12/4は 1¢10m

であったoレユニオンの R-2付近のサンゴ礁は北西から南東に広がっているため､R-2を流れ

る海水はR-2の西北西 1-1.6km付近からサンゴ礁内に流入してきたものと考えられるO

(4)有機炭素生産量

溶存酸素から有機炭素生産量を求めた｡外洋水の溶存酸素を飽和であると仮定し､飽和量と

R12の酸素量の差を平均滞留時間で割ることにより生産量とした｡12/2の19:00 から12/3の19:(刀

までのデータを積分することにより､純一次生産量ohet)､総一次生産量Pgross)､24時間の呼

吸量仲24h)を求めた｡その結果､phet=120､Pgross=414､R24h=294mmol/m2/d となった｡12/3

から 12/4までのデータでは rhet=225､Pgross=405､R24h=18仇nmOl/m2/d となった｡後者は前者

に比べ呼吸が小さくなっている｡今回のデータは溶存酸素をもとにして算出しているため 12/4

以降は風が強く大気と海水の気体交換によって溶存酸素が溶け込み過′ト評価となったことが考

えられる｡また､外洋水の値も実際に採取して分析した値ではないため､この値によっても結

果は大きく変わる｡今後の調査では外洋水の採取､分析が必須である0

12/2-12/3の P/R 比は 1.4で光合成が卓越していた｡レユニオンのサンゴ礁のこれまでのデー

タと比較すると今回得られた有機炭素の代謝量は低く､冬の値に比較的近いことが分かった｡

(5)無機炭素生産量

無機炭素生産量はサンゴ礁海水と外洋水の全アルカリ度の差からを求めた｡外洋水のアルカ

リ度は 25℃以上の時の平均的な表層海水の文献値(23鵬 FLmOl/kg)を用いた｡サンゴ礁内のアル
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カリ度は採水 した手分析の値を用いた｡アルカリ度の差を 1/2にして炭酸カルシウムの生成量

とし､さらに平均滞留時間で割ることにより無機炭素生産量とした｡その結果､無機炭素生産

量は 2.8-17.6Ⅲ皿01/m2他 であった｡夜間は石灰化が行われていないと仮定し､この値を 12倍し

て1日の石灰化量(G)とした｡平均すると石灰化量(G)は112.9正皿Ol/ni2/dであった｡

(6)二酸化炭素収支

fhet=120､G=112.9mmOl/m2/dをグラフにプロットし､二酸化炭素収支を評価すると､今回の

観測では調査海域のサンゴ礁は二酸化炭素を吸収することが分かった｡

(7)OHラジカル

安息香酸を加えて､光照射によって生じる短寿命の OH ラジカルを トラップする｡安息香酸

は OH ラジカルと反応してサリチル酸になり､それを IqLC で測定する｡サリチル酸と安息香

酸はリテンションタイムが一緒であるが､添加する安息香酸のピーク強度が生成するサ リチル

酸のピーク強度に比べて小さく､ほとんど一定であることからピーク強度の変化は OH ラジカ

ルの変化を表わす｡今回得られた値はバックグラウンドの安息香酸のピーク強度よりも小さい

値を示した｡oH ラジカルの測定は光照射を終えてから 2 日以内が望ましいが､今回は測定ま

でに一週間ほど時間が経っていた｡生成 したサリチル酸や本来存在するはずの安息香酸が比較

的長寿命の反応性の低いラジカルによって保存期間中に分解されてしまったものと考えられる｡

したがって､結果的に測定値は得られなかった｡

(8)解析に用いた計算

(8-1)滞留時間 (で)の計算

滞留時間でOIOtJr)は次の式で計算した

7-(tDOmax-tpho,onmax)×2

tD｡.ruxは溶存酸素が最大となる時間

tFh t｡nm .は光量が最大となる時間

(8-2)有機炭素生産量(op)の計算

有機炭素生産量op(mmol/m2/h)は次の式で計算した

op=些 ×dxlO3
T

ここで､dは水深(m)､ADO はサンゴ礁内の溶存酸素と外洋の溶存酸素の

差(m d/1)を表す

ADO-DOE-DOo

IX )Rはサンゴ礁内の溶存酸素濃度

DO｡は外洋の溶存酸素濃度
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